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（ 論文題目 ）

Clinical characteristics of hidradenitis suppurativa patients in 

Differences between East Asia and Western countries 
（沖縄における化膿性汗腺炎患者の疫学的特徴：アジアと欧米での疫学的相違）

Okinawa, Japan: 

（論文審査結果の要旨）

【研究背景とその目的］

化膿性汗腺炎は、腋窓、鼠径部および臀部などに熱感や疼痛を伴う結節や膿瘍が生じ、皮下

硬結や痙孔が多発して線維化の強い癒痕を形成する慢性炎症性の皮廣疾患である。以前は慢性

の皮膚感染症として捉えられていたが、現在では炎症性疾患と考えられている。多くは思春期

以降に発症して慢性経過で醜形を残すため、生涯にわたり患者の生活の質を著しく損なう。一

般集団中の有病率が 0.1~1%という欧米諸国と比べると、日本での化膿性汗腺炎の有病率は低

く、 研究が乏 しいものの、沖縄では患者が少なくない。申請者は、沖縄の患者の特徴を明らか

にし、東アジアや欧米との違いなどを明らかにする記述および分析疫学研究を行った。

［研究内容】

2010年 4月----2019年 3月の琉球大学病院の化膿性汗腺炎患者 58例の臨床情報などを収集

した。年齢は 15----76歳、男性は72%、罹病期間の中央値は 8.5年であり、女性の若年発症傾

向がみられた。典型的病変は、男性では啓部、女性では腋窓に多くみられた。患者の喫煙割合

とBMIは日本および沖縄の一般集団よりも高かった。他の因子と独立して、罹病期間と疾患

の重症度には正の関連があり、血清 CRP/Alb比と重症度にも正の関連があった。沖縄と韓国

ではともに男性が多く、家族歴の保有は少なく、炎症性腸疾患や脊椎関節症との併存が稀とい

う共通点があり、欧米では女性が多いにも関わらず喫煙割合が沖縄と韓国よりも高かった。

（論文に掲載のない追加データ解析の結果を含む）

［研究の意義と学術的水準】

本研究は、希少疾患ながらも少なくない本県での主に中等～重症の化膿性汗腺炎の患者像と

その国際比較という情報を提示し、炎症性疾患としての認識が未だに低い本疾患に関する一般

皮虔科医などへの啓発および皮膚科診療の向上に繋がるものである。今後、県全域および軽症

例も含めた大規模な研究への展開の足掛かりにもなる研究でもある。また、病態などの解明の

鍵となりうる重症度とバイオマーカーの関連も示した。このような観点で、本研究の臨床的お

よび学術的意義は高いと考えられる。以上の結果から、本研究論文は学位授与に十分値するも

のと判断した。

備 考 1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書きとすることc

2 要旨は800字-1200字以内にまとめるこ と。

3 *印は記入 しないこと。
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（最終試験結果の要旨）

口頭による公開検討によって最終試験を行い、以下の件について確認した。

l. 提出論文の内容、意義についてよく把握していること。

2. 研究の目的と方法について理解、熟知していること。

3. 研究の結果について正しく解析していること。

4 関連研究の文献をよく理解していること。

5. 研究成果の展望について確かな見解を有していること。

⑮ 

墨

審査の結果、これらに関する質問に対して十分満足なる回答が得られたため、本大学院博士

課程を修了するに値すると判断し、最終試験を合格とした。

備 考―1 用紙の規格は、 A4とし縦にして左横書とすること。

2 *印は記入しないこと。


